
 
 

～海・川・山を安全に楽しむために～ 
水難防止 
〇 必ず保護者が同伴しましょう。 

   小さい子供だけでの水遊びは大変危険ですので、お子さんから目と心を離さ
ないようにしておきましょう。 

〇 ライフジャケットを必ず着用しましょう。 

   万が一の時、ライフジャケットを着ていると助かる可能性が高くなります。
身体のサイズに合ったものを正しく着用しましょう。 

山岳遭難防止 
〇  命を守る行動をとりましょう。 

      天候、体調などで少しでも不安を感じることがあれば、無理な行動は避け、

計画を延期・中止する、引き返す勇気を持ちましょう。 

〇  オトモポリスを活用しましょう 
  オトモポリスには、現在地送信機能があります。登録した家族などに、電波

の届く場所で現在地を送信することで登山時の安否の連絡に活用することがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  
 

 安佐南警察署       ０８２－８７４－０１１０ ※ナビダイヤルに従って宛先を選択してください。 

令和７年 
８月号 

交番事件事故発生状況 

 ★ 交通事故      ★ 犯罪発生状況 
  (令和７年６月)       (令和７年６月) 
   

発生なし       発生なし 
 

 
     

 
 
 
 
 
     

ダウンロード 

はこちらから 

夏期における水難・山岳遭難の防止 

 

先日、妻子が戸山公民館の催しに参加させ

てもらいました。 

長男はほかの子とも一緒になって遊んで

いたと聞き、一安心。 

 この前３歳になった長男は、現在イヤイヤ

期の真っただ中で、「いらん。」の一言で返し

てきます。 

 両手を広げて呼んだところ、「いらん。」と

逃げられたのはショックでした・・・。 

  

 

 

 自然災害は、いつ発生してもおかしく

ありません。 

 命を守るためには、日頃からの備え、 

防災知識の習熟、そして発生時はすぐに

非難することが重要です。 

〇備蓄・常備品の準備 

〇避難場所、避難経路の確認 

〇近隣住民との連携 

（災害発生時、独居高齢者等 

の避難補助） 

 

災害から 
命を守るために 


